
第 5 回 ⾧岡京市上下水道事業審議会 

日 時：令和６年 5 月 30 日（木） 

午後２時 0０分から 

場 所：⾧岡京市役所 第１委員会室（新庁舎 5 階） 
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１．開会 

２．議題 

 ⑴ 見直し後の投資・財政計画（収支計画）について（下水道事業）…資料 1 

 ⑵ ⾧岡京市上下水道ビジョン中間見直し改訂版（案）について  …資料 2 

3．閉会 

 

 

 

 



① 人口推移は水道事業同様、ビジョンの推計よりも微増となっている。また、人口普及率

は令和４年度から 99.9％に達しており、普及エリアの拡大による水量の増加はない。 

 

② 下水道事業は、水道事業の給水メータ値を排除量としているため、原則的に水道事業と

同様の増減となる。令和２年度は、新型コロナウイルスの感染拡大によるステイホーム

（生活様式の変化）が、家庭用排除量の増加とともに工場用及び営業用の排除量の減少

を引き起こしたが、令和４年度から従来の有収水量に戻り始めている。 

 

③ また、下水道事業では大口（工場等）において井戸水の利用があることから、通常の給

水メータ値のほかに、井戸水を使用し、排除した水量は別途請求する仕組みとなってい

る。このため、大口企業の生産量増加に従って、水道給水量以上の有収水量の増加が発

生する場合があり、令和５年度現在も好調となっている。 

 

 

① 人口は現在、一般的な人口減少傾向とは異なり、本市は微増を続けている。しかし一方

で、有収水量は減少傾向がみられることから、人口増減は横ばいを基準とし、有収水量

のみの動向を基準とした水量予測を行った。 

② 人口減少が横ばい、微増を保ちつつも、有収水量は家庭用にて微減傾向がみられるが、

接続先によって傾向が異なるため個別に予測を行っている。 

例えば、一般家事用（戸建て）の場合は節水志向がみられることから毎年 1.4％の減少

を見込み、集合家事用（マンション）では新規接続の増加などにより毎年 0.3％の増加

を見込んでいる。 

③ 下水道事業の場合、有収率は有取水量（実際に請求した水量）を流域下水道汚水処理 

水量（実際に汚水処理された水量）で割った数値となっており、つねに処理水量が多い

ことから不明水（地下水などの侵入水）の予測に基づいて算出している。 

④ 大口５社のうち、最大手が生産量を拡大し続けていることから、この先５年間も現状通

りの排除量があるとして予測している。 

⑤ 有収水量は令和２年度から令和６年度までは計画値をやや下まわり、令和６年度以降

は上回ると予測しているが、令和 7 年度からの後期計画期間においては全体として減

少傾向にあるという予測をしている。 

 



● 後期期間（令和５～令和１１年度）での水量の傾向は変わらないものと推察するが、毎年度の評価・検証は必要と考える

● 令和2年度から令和4年度の実績値（水量）は、コロナ過での社会経済活動減速により工場用、営業用で計画水量を下回った

● 人口の推移は、微増の状況が続いており令和5年度(82,258人）でのビジョン計画値（80,759人）比は1,499人の増となっており、

  上下水道ビジョン策定時の人口推移を上回っている。家庭用も計画水量を上回って推移している

● 中間まとめ時点での令和7年度以降の予測水量値としては、令和６年度をピークに、以降、緩やかな減少傾向となる予想

● 令和5年度予測（当初予算）と実績値では約２９千㎥の減となったが、令和6年4月期での前年度比では約１２千㎥の増となった

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

営業用ほか 1,185 1,176 1,166 1,167 1,175 1,182 1,189 1,196 1,202 1,209

工場用 1,463 1,431 1,610 1,666 1,667 1,668 1,669 1,670 1,671 1,672

家庭用 6,774 6,707 6,641 6,583 6,648 6,581 6,515 6,451 6,387 6,324

合 計 9,422 9,314 9,417 9,416 9,490 9,431 9,373 9,317 9,260 9,205

計画水量 9,566 9,523 9,480 9,436 9,390 9,343 9,295 9,248 9,203 9,157
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① 汚水有収水量の実績・将来予測と上下水道ビジョン比較

家庭用 工場用 営業用ほか 合 計 計画水量

単位：千㎥

予測値実績値

※ 計画水量は上下水道ビジョンの計画水量



利子 R11 R2 差 増減 参考→ 元金

雨 水 78,151 35,796 42,355 118.3% 雨 水

汚 水 82,814 257,410 -174,596 -67.8% 汚 水

計 160,965 293,206 -132,241 -45.1% 計 -474,255 -31.2%

増減R11ʷR2差

60,858 43.5%

-535,113 -38.7%

● 汚水事業は、面的整備は終了し建設時借入額の多くが償還済となってきていることから、利子償還額が大きく減少

● 雨水事業は、全国的に頻発している豪雨災害に備え、浸水対策を強化しており、今後、しばらく投資額が増えていくことから、雨水

  利子償還割合は上昇していく

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

雨水 35,796 33,426 31,382 33,671 42,722 46,548 60,462 70,956 75,174 78,151

汚水 257,410 222,192 191,857 166,693 148,337 128,391 114,616 102,103 91,943 82,814
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② 下水道事業 利子償還の推移

汚水 雨水

293,206

255,618

223,239
200,364

191,059
174,939 175,078 173,059 167,117 160,965

単位：千円

R2比 約1億3千

万円 45%の減



元金 R11 R2 差 増減 参考→ 利子

雨 水 200,832 139,974 60,858 43.5% 雨 水

汚 水 847,393 1,382,506 -535,113 -38.7% 汚 水

計 1,048,225 1,522,480 -474,255 -31.2% 計

-174,596 -67.8%

-132,241 -45.1%

増減R11-R2比

42,355 118.3%

● 元金償還においても、汚水減少傾向、雨水上昇傾向となっている。汚水減少幅が少ないのは、企業債が元利均等払いのため、償還期間が

  後期となっているものが多くなっているものと推測される

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

雨水 139,974 142,437 147,694 147,283 147,677 146,319 152,412 158,204 156,004 200,832

汚水 1,382,506 1,349,329 1,316,132 1,255,619 1,203,435 1,123,921 1,041,105 1,014,108 896,027 847,393
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③ 下水道事業 元金償還の推移

汚水 雨水

1,491,766 1,463,826
1,402,902 1,351,112

1,270,240
1,172,312

1,052,031 1,048,225

1,522,480

1,193,517

単位：千円

R2比 約4億7千

万円、31%の減



元利 R11 R2 差 増減

雨 水 278,983 175,770 103,213 58.7%

汚 水 930,207 1,639,916 -709,709 -43.3%

計 1,209,190 1,815,686 -606,496 -33.4%

総 事 業 費 2,759,793 2,891,610

うち元利償還額 1,209,190 1,815,686

割 合 43.8% 62.8%

● 下水道事業会計において、令和2年度では総事業費の約63%が元利償還に充てられていたが、R11では約44%と大きく減少していく

● 特に汚水事業は使用料収入で運営する独立採算制が原則であり、適正な施設の維持管理更新に基づく運営を実施していく

R2R11

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

雨水 175,770 175,863 179,076 180,954 190,399 192,867 212,874 229,160 231,178 278,983

汚水 1,639,916 1,571,521 1,507,989 1,422,312 1,351,772 1,252,312 1,155,721 1,116,211 987,970 930,207
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④ 下水道事業 元利償還の推移

汚水 雨水

1,747,384
1,687,065

1,603,266 1,542,171
1,445,179

1,368,595 1,345,371
1,219,148 1,209,190

1,815,686

単位：千円

R2比 約6億円

33.4%の減



R11 R2 差 増減

雨 水 4,498,766 2,335,936 2,162,830 92.6%

汚 水 6,001,017 13,968,062 -7,967,045 -57.0%

計 10,499,783 16,303,998 -5,804,215 -35.6%

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

雨水 2,335,936 2,427,310 2,459,417 2,716,635 2,969,268 3,617,140 4,103,932 4,272,229 4,390,369 4,498,766

汚水 13,968,062 13,053,593 12,118,500 11,129,481 10,157,946 9,182,927 8,290,623 7,457,642 6,717,338 6,001,017
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⑤ 下水道事業 企業債残高の推移

汚水 雨水

15,480,903
14,577,917

13,846,116
13,127,214 12,800,067 12,394,555

11,729,871 11,107,707
10,499,783

16,303,998

単位：千円

R2比 約58億円

35.6％の減



R11 R2 差 増減率 入

238,518 701,150 -462,632 -66.0%

238,518 1,131,550 -893,032 -78.9%

1,526,545 1,281,467 245,078 19.1%

596,854 538,873 57,981 10.8%

245,078

-896,806

汚水

使用料収入額

-893,032

-709,709

57,981流域維持管理負担金の増

使用料収入額の増

流域維持管理負担金

元利償還額の減

繰入金＋資平借入金 差

R11の対R2差

出
繰入金のみ

繰入金＋資平借入額

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

資平借入額 430,400 368,200 300,500 220,500 137,900 65,100 0 0 0 0

出資金 248,431 135,551 0 0 0 0 0 0 0 0

基準外 26,339 7,792 11,392 16,140 20,932 12,688 13,384 14,443 10,882 11,138

基準内 426380 379,982 381,148 463,819 389,499 397,855 387,805 369,858 263,315 227,380
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⑥ 汚水 一般会計繰入金・資本費平準化債借入額の推移

基準内 基準外 出資金 資平借入額

891,525

693,040 700,459

548,331
475,643

401,189 384,301

274,197 238,518

1,131,550

単位：千円



R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

資平借入額 22,900 26,300 29,500 27,900 16,600 8,800 0 0 0 0

出資金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

基準外 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

基準内 220,973 263,871 276,999 266,184 322,939 315,735 333,491 352,204 356,603 406,906
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⑦ 雨水 一般会計繰入金・資本費平準化債借入額の推移

基準内 基準外 出資金 資平借入額

243,873
290,171 306,499 294,084

339,539 324,535 333,491 352,204 356,603

406,906

単位：千円



R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

雨水繰入金等 220,973 263,871 276,999 266,184 322,939 315,735 333,491 352,204 356,603 406,906

汚水繰入金等 701,150 523,325 392,540 479,959 410,431 410,543 401,189 384,301 274,197 238,518

汚水資平借入額 430,400 368,200 300,500 220,500 137,900 65,100 0 0 0 0

雨水資平借入額 22,900 26,300 29,500 27,900 16,600 8,800 0 0 0 0
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⑧ 下水道事業 一般会計繰入金・資本費平準化債の推移

汚水繰入金等 雨水繰入金等 汚水資平借入額 雨水資平借入額

922,123

787,196

669,539
746,143 733,370 726,278 734,680 736,505

630,800 645,424

単位：千円



令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

１． (A) 13.60 14.82 16.26 15.91 16.70 16.54 16.59 16.94 16.91 17.17

(1) 11.64 12.60 14.07 13.72 14.23 14.04 13.97 13.90 13.84 13.77

(2) 1.96 2.22 2.19 2.19 2.47 2.50 2.62 3.04 3.07 3.40

２． (B) 15.80 15.23 15.57 16.44 15.48 15.40 15.25 15.46 14.43 14.06

(1) 4.05 3.58 3.73 4.59 3.86 3.90 3.79 3.60 2.53 2.16

4.05 3.58 3.73 4.49 3.75 3.82 3.71 3.52 2.45 2.08

0.00 0.00 0.00 0.10 0.11 0.08 0.08 0.08 0.08 0.08

(2) 11.75 11.65 11.84 11.85 11.62 11.50 11.46 11.86 11.90 11.90

(C) 29.40 30.05 31.83 32.35 32.18 31.94 31.84 32.40 31.34 31.23

１． (D) 25.50 24.98 25.37 25.65 25.82 25.78 25.82 26.82 27.01 27.11

(1) 0.87 0.76 0.69 0.73 0.87 0.88 0.90 0.92 0.93 0.95

(2) 4.90 4.53 4.77 5.21 4.94 5.04 5.14 5.24 5.35 5.46

(3) 18.32 18.28 18.23 18.29 18.45 18.32 18.21 19.07 19.11 19.05

(4) 1.41 1.41 1.68 1.42 1.56 1.54 1.57 1.59 1.62 1.65

２． (E) 3.00 2.61 2.28 2.01 1.94 1.76 1.76 1.74 1.68 1.62

(1) 3.00 2.61 2.28 2.01 1.94 1.76 1.76 1.74 1.68 1.62

(F) 28.50 27.59 27.65 27.66 27.76 27.54 27.58 28.56 28.69 28.73

(G) 0.90 2.46 4.18 4.69 4.42 4.40 4.26 3.84 2.65 2.50

(H) 1.19 ▲ 0.01 ▲ 0.01 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

2.09 2.45 4.17 4.69 4.42 4.40 4.26 3.84 2.65 2.50

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

１． 6.24 5.68 5.61 7.17 6.33 10.17 7.88 5.08 4.29 4.07

4.53 3.95 3.30 2.48 1.55 0.74 0.00 0.00 0.00 0.00

4.30 3.68 3.01 2.21 1.38 0.65 - - - -

２． 2.48 1.36 - - - - - - - -

３． 0.95 0.88 0.99 0.86 1.18 1.02 1.10 0.88 0.87 1.05

４． 0.29 0.71 0.61 1.42 2.62 5.37 4.37 2.38 1.86 1.68

(A) 9.96 8.63 7.21 9.45 10.13 16.56 13.35 8.34 7.02 6.80

１． 2.48 2.93 3.57 6.66 8.26 15.42 12.74 7.97 6.64 6.24

0.70 0.83 1.15 1.29 1.41 1.79 1.82 2.20 1.74 1.48

1.78 2.10 2.42 5.37 6.85 13.63 10.92 5.77 4.90 4.76

２． 15.22 14.92 14.64 14.03 13.51 12.70 11.94 11.72 10.52 10.48

３． 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

(B) 17.70 17.85 18.21 20.69 21.77 28.12 24.68 19.69 17.16 16.72

7.74 9.22 11.00 11.24 11.64 11.56 11.33 11.35 10.14 9.92

163.04 154.81 145.78 138.46 131.27 128.00 123.95 117.30 111.07 105.00

139.68 130.54 121.19 111.29 101.58 91.83 82.91 74.58 67.17 60.01

23.36 24.27 24.59 27.17 29.69 36.17 41.04 42.72 43.90 44.99

【財源試算の重点基準目標】　※汚水事業のみ

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

(％) 81.96 89.67 99.09 98.33 99.41 100.26 100.26 100.26 100.26 100.25

(億円） 2.75 1.46 0.14 0.16 0.21 0.13 0.13 0.14 0.11 0.11

(億円） 2.06 1.34 1.97 2.96 0.90 1.83 1.83 1.83 1.83 1.83

※塗りつぶしてある箇所は、重点基準目標が達成されていない年度です。

（単位：億円、％）
投資・財政計画（収支計画）

　区　　分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　度

収

益

的

収

支

収

入

営 業 収 益

下 水 道 使 用 料 収 入

そ の 他

営 業 外 収 益

補 助 金

う ち 他 会 計 補 助 金 ( 基 準 内 )

特 別 損 益

当 年 度 純 利 益 （ 又 は 純 損 失 ） (G)　+　(H)

う ち 他 会 計 補 助 金 ( 基 準 外 )

長 期 前 受 金 戻 入

収 入 計 (A) ＋ (B)

支

出

営 業 費 用

職 員 給 与 費

流 域 負 担 金

減 価 償 却 費

そ の 他

営 業 外 費 用

支 払 利 息 ほ か

支 出 計 (D) ＋ (E)

経 常 損 益 (C)　-　(F)

　区　　分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　度

資

本

的

収

支

収

入

企 業 債

う ち 資 本 費 平 準 化 債

( 上 記 の う ち 汚 水 事 業 分 )

他 会 計 出 資 金

他 会 計 補 助 金

国 府 補 助 金

収 入 計

支

出

建 設 改 良 費

う ち 汚 水 事 業 分

う ち 雨 水 事 業 分

企 業 債 償 還 金

そ の 他

支 出 計

基 準 外 一 般 会 計 繰 入 金

資 金 残 高

資本的収入額が資本的支出額に不足する額　　　(B)-(A)

企 業 債 残 高

う ち 汚 水 事 業 分

う ち 雨 水 事 業 分

　区　　分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　度

経 費 回 収 率
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差

差

令和4年度 令和5年度

64人 △51人 △13人 421人 441人 310人

● 上下水道ビジョン比

● 実績人口前年度比

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

275人 216人 197人 644人 1,124人 1,499人

令和4年度 令和5年度平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

ビジョン計画値 81,073 80,862 80,870 80,876 80,863 80,824 80,759

実績値 81,073 81,137 81,086 81,073 81,507 81,948 82,258

80,000

80,500

81,000

81,500

82,000

82,500

⾧岡京市人口の推移 上下水道ビジョン比

ビジョン計画値 実績値

令和5年度

差1,499人

単位：人

令和2年度

差197人

人口微増が続いている



R 1 R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9 R 10 R 11

27 337 289 244 209 299 260 222 186 150 116

R 1 R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9 R 10 R 11

-18 -18 -19 -21 -23 -25 -28 -28 -28 -28 -29

-2 292 -67 -66 -58 -65 -67 -66 -64 -64 -63

実績等ʷ計画値

前年度比

計画値

実績値等

平成29年

度

平成30年

度

令和元年

度

令和２年

度

令和３年

度

令和４年

度

令和５年

度

令和６年

度

令和７年

度

令和８年

度

令和９年

度

令和１０

年度

令和１１

年度

ビジョン計画値 6,490 6,473 6,455 6,437 6,418 6,397 6,374 6,349 6,321 6,293 6,265 6,237 6,208

実績値 6,490 6,484 6,482 6,774 6,707 6,641 6,583 6,648 6,581 6,515 6,451 6,387 6,324

5,900

6,000

6,100

6,200

6,300

6,400

6,500

6,600

6,700

6,800

6,900

下水道事業 汚水有収水量の推移（家庭用の実績と将来予測）

ビジョン計画値 実績値

実 績 予 測

単位：千㎥

コロナ禍による

家庭内需要増



R 1 R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9 R 10 R 11

-104 -320 -317 -105 -16 17 49 81 113 143 173

R 1 R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9 R 10 R 11

-36 -34 -35 -33 -33 -32 -31 -31 -31 -29 -29

-71 -250 -32 179 56 1 1 1 1 1 1

実績等ʷ計画値

前年度比

計画値

実績値等

平成29年

度

平成30年

度

令和元年

度

令和２年

度

令和３年

度

令和４年

度

令和５年

度

令和６年

度

令和７年

度

令和８年

度

令和９年

度

令和１０

年度

令和１１

年度

ビジョン計画値 1,889 1,853 1,817 1,783 1,748 1,715 1,682 1,650 1,619 1,588 1,557 1,528 1,499

実績値 1,889 1,784 1,713 1,463 1,431 1,610 1,666 1,667 1,668 1,669 1,670 1,671 1,672

1,000

1,100

1,200

1,300

1,400

1,500

1,600

1,700

1,800

1,900

2,000

下水道事業 汚水有収水量の推移（工場用の実績・将来予測）

ビジョン計画値 実績値

実 績 予 測

単位：千㎥

コロナ禍から社会経済

活動の再開



R 1 R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9 R 10 R 11

-21 -161 -181 -202 -213 -216 -221 -225 -230 -236 -241

R 1 R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9 R 10 R 11

11 11 11 11 12 11 12 11 12 12 12

6 -129 -9 -10 1 8 7 7 7 6 7

前年度比

計画値

実績値等

実績等ʷ計画値

平成29年

度

平成30年

度

令和元年

度

令和２年

度

令和３年

度

令和４年

度

令和５年

度

令和６年

度

令和７年

度

令和８年

度

令和９年

度

令和１０

年度

令和１１

年度

ビジョン計画値 1,313 1,324 1,335 1,346 1,357 1,368 1,380 1,391 1,403 1,414 1,426 1,438 1,450

実績値 1,313 1,308 1,314 1,185 1,176 1,166 1,167 1,175 1,182 1,189 1,196 1,202 1,209

800

900

1,000

1,100

1,200

1,300

1,400

1,500

下水道事業 汚水有収水量の推移（営業用ほかの実績・将来予測）

ビジョン計画値 実績値

実 績 予 測

単位：千㎥

コロナ禍による事

業活動の減少

水量 △129千㎥

コロナ過明け後においても、水量増

に転じていない

契約件数の大幅な減はない、節水機

器等の投資によるものかは不明



R 1 R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9 R 10 R 11

-98 -144 -209 -63 -20 100 88 78 69 57 48

R 1 R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9 R 10 R 11

-43 -41 -43 -43 -44 -46 -47 -48 -47 -45 -46

-67 -87 -108 103 -1 74 -59 -58 -56 -57 -55

計画値

実績値等

実績等ʷ計画値

前年度比

平成29年

度

平成30年

度

令和元年

度

令和２年

度

令和３年

度

令和４年

度

令和５年

度

令和６年

度

令和７年

度

令和８年

度

令和９年

度

令和１０

年度

令和１１

年度

ビジョン計画値 9,692 9,650 9,607 9,566 9,523 9,480 9,436 9,390 9,343 9,295 9,248 9,203 9,157

実績値 9,692 9,576 9,509 9,422 9,314 9,417 9,416 9,490 9,431 9,373 9,317 9,260 9,205

8,800

8,900

9,000

9,100

9,200

9,300

9,400

9,500

9,600

9,700

9,800

下水道事業 汚水有収水量の推移（実績・将来予測）

ビジョン計画値 実績値

単位：千円

実 績 予 測 人口増に伴う家庭用および工場用の水量

推移予測に基づき、令和6年度では、計

画値を超えその後減少傾向の見込み


